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Abstract: “Promenade littéraire” was created by Utaro Noda just after WWII. It was a prewar 

literature pilgrimage through the burnt-out area of Tokyo. Noda often visited writers’ houses 

and searched for traces of their daily lives to develop literary contents that became cultural 

resources for local governments. The development of municipally and privately organized 

literary museums became a significant phenomenon, including the museums of Ogai Mori and 

Ichiyo Higuchi as featured in this article. In the 1980s, Ai Maeda picked up Promenade 

littéraire as an urban studies topic. Around 2010, it sparked the issue of “content tourism” in 

Tourism Studies with the Anime Pilgrimage boom. In this article, I analyze Promenade 

littéraire in Tourism Studies based on the preceding studies.
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おわりに

Ⅰ　文学散歩の誕生

野田宇太郎（1909-1984）は福岡出身の詩人，
文芸評論家で文芸誌の編集者も務めている．野田
は戦後の焼け跡に立ち尽くし，

　敗戦国民となり、暗い絶望にとざされた
東京の無残な焼け跡に佇んだ人ならば、誰
しも一度は、これではいけないと思ったろ

う。わたくしが近代文学の基礎を築いた先
人達の記録を作ろうと考えたのも、日本人
としては当然のことである。

と決意する（野田，2015a）．野田が歩き始めたの
は1950年11月とのことで，故郷福岡の個人資料
館略年譜にも「近代文学の実証的研究を目指した
「文学散歩」を創始する」とある．焼け跡の写真
は進駐軍の検閲が厳しく、スケッチが添えられる，
そんな時代だった．
野田は「文学散歩」ということばへのこだわり
も強く「本来わたくしの造語」とまで言い切って
いるが，「文学散歩」の通俗化を嘆いてもいる
（野田，2015b）．

私には近頃妙な別名が第三者によって附け
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られているようである。散歩屋さん、文学
巡礼者。甚だ面白くない名前だと云わざる
を得ない。（中略）はじめに私がこの仕事に
「新東京文学散歩」などとサアヴィス満点の
題名を許したのがよくなかった。それに悪
いことには新聞や放送などジャアナリズム
の利器が一寸動いた。プロムナアド・リテ
レエルを文学散歩と訳したのがそもそもの
私の失敗で、ジャアナリズムの成功と云う
わけであった。

しかし，野田のいう「プロムナアド・リテレエ
ル」のフランス語の出典であるレミ・ド・グール
モンの書名『文学散歩』は，むしろ『文学漫筆』
とでも訳すべきものである．雑多なトピックの間
を気ままに移っていく，というニュアンスという
点では，野田の用法とはずれている（石橋正孝氏
の示唆による）．「文学散歩」は翻訳語でなく，戦
後復興の文化活動の一環として和製語が定着した
ものと捉えた方がよさそうだ．
野田の趣旨は「観念的で概論的な近代文学史ば
かりがいくら類を増しても、それは決して真の文
学史をより正確に刻むことにはならない」という
もので（野田，2015a），失われしものを求めて
「足で書く近代文学史」であった．なお，野田の
文学散歩創始と影響については「文学散歩と都市
の記憶」（2016）に詳しい．

Ⅱ　都市論的文学散歩

立教大学文学部の日本文学研究者，前田愛
（1931-1987）は，「野田氏の文学散歩は、作家の
生誕地や育った環境を足で歩いて散策するところ
に興味の中心がおかれていた」一種の聖地巡礼で
あると断じている（前田，1986）．
一方，1970年代から80年代にかけて浮上した
文化論的都市論では「分析の対象としての都市で
はなく、知の組みかえを促したてている認識のト
ポスとしての都市が発見された」が（前田，
1984），これらを背景に前田は文学の都市を「幻
景」と呼び，作品のなかに描かれた都市を「復
原」して行くことを積極的に試みて，「野田氏の

行き方とはべつの文学散歩のスタイルを打ちだす
ことができたのではないか、という多少の自負め
いたもの」を持っていた（前田，1986）．
文学のなかの「幻景の街」は現実の街とは違う
が，呼応関係が認められる．それはどれほどリア
ルに描かれていてもまぼろしだが，後述する鴎外
『雁』の上野・本郷や一葉『たけくらべ』の吉
原・竜泉寺は，前田の歩いた昭和の時代には，そ
もそもすでに実在しない明治の街であった．この
ような風景は文学作品のなかにしかないが，作家
たちがどれほどきめこまかく言葉のなかで都市を
生かそうとしたかを読み解く一種のテクスト論が，
現実の都市の中での文学作品および文学空間の読
み方だった．
評論家の川本三郎（1944～）には，物語の人
間関係より，物語が生まれた場所，空間、風景の
視点で文学作品を読み解いた諸作があるが，その
中で「文学作品を人生論的にでなく、場所との関
連で語る。先駆になった文芸評論」として，奥野
健男『文学における原風景　原っぱ・洞窟の幻
想』（1972），磯田光一『思想としての東京　近代
文学史論ノート』（1978）とともに，前田の『都
市空間のなかの文学』（1982）を挙げ，文学作品
の生まれる場所，風景に着目した脱政治，脱人生
論的な文芸評論として評価している（川本，
2006）．これらはいずれも前述の文化論的都市論
の時代の著作で，のちの雑誌『東京人』によって
普及した文化と空間をつなぐ試みであることは，
初代編集長の粕谷一希が「都市と文学を結びつけ
るという『東京人』の発想はこの本（『都市空間
のなかの文学』）から大きなヒントを得ている」
と述べていることからも明らかだろう（川本，
2015）．

Ⅲ　コンテンツツーリズムとしての文学散歩

2010年代に観光学の術語として定着した「コ
ンテンツツーリズム」は，すでに創成期の研究史
を記録，整理しておくべき段階に差し掛かったと
言えるが，コンテンツツーリズム学会の設立趣意
で「コンテンツツーリズムとは、地域に「コンテ
ンツを通じて醸成された地域固有のイメージ」と
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しての「物語性」「テーマ性」を付加し、その物
語性を観光資源として活用することである」と書
いた増淵敏之（1957-）は『物語を旅するひとび
と』（2010）のⅡ（2011）でご当地ソングを扱い、
Ⅲ（2014）では「コンテンツツーリズムとしての
文学巡り」を取り上げている．前述川本の諸作の
影響が色濃いものの，観光研究，ことにコンテン
ツツーリズムの中に小説読みの旅（文学散歩）を
位置付け，現代文学を中心に，コンテンツと現代
都市，地域の関係性に言及している．
しかし，コンテンツツーリズムとしての文学散
歩は古くて新しいもので，たとえば作品舞台とと
もに「永遠」に見えるシャーロック・ホームズの
事例は，わずか数年で忘れられることが多いアニ
メ聖地巡礼と対照的である．それは「ホームズは
最初から「キャラクター」として「ユーザー」に
与えられたのではなく，読者が「作者」から強奪
し，「作中人物」から「キャラクター」に変えた
存在」として，読者が聖地巡礼によって「作者」
殺し（「キャラクター」の現実化）の共犯になる
ことによって，消費されないかけがえのない存在
になるからだという（石橋，2017）．

Ⅳ　文学散歩の現在

こうした文学散歩の現在における実践は、まち
づくりと教育という、観光研究にも関わりを持つ
場面で行われている。
一つ目は、自治体や作家関係者による文学館の
設立である。文学散歩の始祖である野田も文学館，
文学碑作りに精力的で，鴎外記念本郷図書館，島
崎藤村記念館，木下杢太郎館から，北原白秋生家
復元，明治村の建設にまで関わっていた（川本，
1999）．文学館研究会ウェブのリストによると，
2017年4月時点で日本近代文学館などの作家作品
横断的な機関だけでなく，郷土作家・作品を中心
に単独あるいは図書館内などに設置された文学館
は全国764館にのぼるという．
二つ目は，中高大学の教員らによる文学散歩の
実施である．2010年代以降のまとまった著作と
して，ここでは『浅草文芸ハンドブック』（2016）
を挙げておくが，中等教育での実践として『東京

「探見」 : 現役高校教師が案内する』（2005）や都
高校国語教育研による『文学散歩東京』（2004）
などがある．いずれも増淵言うところの「地域の
ブランディング、イメージ化」につながるが，野
田や前田らの文学散歩を踏まえ，「現在に、忘れ
ていた過去の時間が不意に訪れ、侵入してくるま
で、ねばり強く歩きつづける」ことは、単なる聖
地巡礼でなく，現代の文学散歩が作品理解にまで
及んでいることを表している（金井ら，2016）．
また，『東京人』以来の文学散歩企画の人気は，
研究畑以外の作家による出版物から見て取れる．
書名に個人作家名を冠し，実は複数の作家の文学
散歩を扱った次の2冊は好例である．『一葉から
はじめる東京町歩き』（2004）は，後述する鴎外
考案の東京方眼図付きで，「この機会に、明治以
降の代表的な文芸作品を再読してみよう（中略）
散歩に不可欠なのは想像力、イメージする力です。
この想像力の手助けとなるのが文学作品」という
のがエッセイストの執筆動機である．『東京遊歩 

東京乱歩』（2004）は『池波正太郎大成』付録の
書斎探訪がきっかけで，乱歩から向田邦子まで手
書きマップと街のスケッチを配したイラストレー
ターによる著作である．
もちろん一人の作家に絞った出版物もある．野
田、前田以来文学散歩で取り上げられることも多
く，後述の通り巡検環境の整った一葉について
『樋口一葉と歩く明治・東京』（2004）があり，第
一章「本郷・小石川・お茶の水界隈 一葉の人生
を歩く」，第二章「上野・湯島・谷中界隈 一葉の
歩いた下町をゆく」，第三章「竜泉・吉原・浅草
界隈『たけくらべ』が生まれた町を歩く」という
構成で，写真や地図も多く，読み物というよりガ
イドブックと言ってよい．個人作家検定もある永
遠の人気作家太宰についても『太宰治と歩く文学
散歩』（2010）が出版されている．

Ⅴ　観光学的巡検としての文学散歩

筆者は観光学部の演習科目の中で、前述野田、
前田らの著作を踏まえ、文学散歩を題材とした観
光学的巡検を試みているが、2017年度2年次生は
台東区と文京区で文学散歩を実施した。
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学生らは明治の作品を読み解くとともに、切絵
図などの古地図を参照して当時の地形を確認しつ
つ、1950年代戦直後の野田、1980年代昭和後期
の前田の文学散歩を参考に、実際に作品の舞台を
歩き、坂や公園、寺院、水路など、古の痕跡を発
見した。
作品としては鴎外『雁』と一葉『たけくらべ』
を取り上げた．鴎外は往時から東京を「普請中」
の町であると断じたが，ドイツのベデカーガイド
ブックにヒントを得て『東京方眼図』を考案した
ほどで，この作家の正確な東京描写は，現代の上
野，本郷に渡り幻景を求める文学散歩に適してい
た．現在でも方眼図をそのままガイドマップとし
て付した出版物もあるほどだ（坂崎，2004）．
野田が記念碑創建に尽力した鴎外宅「観潮楼」
跡には文京区立鴎外記念館があり資料展示され，
別の旧居の一部は水月ホテル鴎外荘に保存されて
いる．文学史では並び称されるものの，現代の読
者にとって漱石ほど近しい存在でない鴎外だが、
学生らは文京区で大切にされているキャラクター
であることを実感できたようだ。
一方，一葉の作品は擬古文で，観光学部の学生
には手ごわかったが，日本文学専修の同僚のアド
バイスで，作品解説を一通り教員が行った上で幸
田弘子朗読の音源を聞かせるなどし，学生の作品
理解に努めた．文学散歩がコンテンツ聖地巡礼と
同型であり，作家と文学作品が地域の文化資源を
古典化し持続可能性を高める有力な要素であるこ
とを理解したものの，作品読解について学生らは
しぶしぶであった．しかし『たけくらべ』を含む
「奇蹟の十四ヶ月」の揺籃となった下谷竜泉寺町
の台東区立一葉記念館の展示や，記念館発行のま
ちあるきマップを活用し，作品の背景である吉原
や登場人物ゆかりの寺院を文学散歩すると具体的
なイメージが描けたようで，その後は進んで難解
な文体に取り組みはじめる様子が見られた．

おわりに

土屋は地域文化を語ることの居心地の悪さを，
作家や作品を含む文化的イメージと，住まいとし
ての実体的な行政区分の齟齬として捉えている．

地域の文化資源として「文学散歩」等を考えたと
き，それは研究か啓蒙か，作家論か偉人論か，未
だ超克できずにいるという．観光研究に限らず，
今や国策となった地域連携に関わる学問研究は，
確かに抑圧的教養主義によって，ご都合主義的な
郷土の偉人づくりに向かいかねない（土屋，
2014）．文学，歴史や観光を含む文化学は常にそ
うした危険と背中合わせにある．
文学散歩とは何か．文学研究にとってはⅠ，Ⅱ
で見たように作品理解のイメージを与えてくれる．
観光研究での言及をⅢで触れたが，地域の有力な
文化資源として見ようとした途端，多かれ少なか
れ上記の陥穽を免れ得ないだろう．しかし文学
ツーリズム（または文学観光）は，幻景と重なり
ながらも現景を見るものに相違ない．そこではこ
れまで見たように文学研究の蓄積を活用しつつ，
今に生きる記憶の場を見出し，構築の有り様を明
らかにすることが求められるのだろう．

付　記

本稿は村上和夫教授らを含む日本観光研究学会研究分科会
（観光文学）の補助を受けて執筆されたものである。
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